
①  契約手続きの確認を確実に 
市が行う工事や施設管理、業務委託などの契約は、すべて市民の税金を使って行われます。

そのため、公平性や透明性を確保するためのルールが定められています。 

今回の監査では 

• 契約保証金の取り扱い 

• 契約書類の確認 

• 契約事務の手続き 

などについて、事務処理の改善が望ましい事例が見られました。 

→ 税金を使う契約だからこそ、適切な手続きと確認を徹底することが重要です。 

 

② 収入の事務手続を適切に 
市役所では税金のほかにも、各種手数料や販売収入など、さまざまな収入を扱っています。 

監査では、収入に関する手続きの中で 

• 領収書の様式が統一されていない事例 

• 収入事務の処理方法の確認が必要な事例 

などが散見されました。 

→ 収入の管理は財政運営の基礎のため、ルールに沿った事務処理を求めています。 

 

③ 契約情報の公表など情報公開を確実に 
契約に関する情報の公表についても改善が望ましい事例が確認されました。 

例えば、随意契約（競争入札によらない契約）については、 

契約内容を市民に公表することになっていますが、 

その公表が行われていない事例が見られました。 

→ 契約の内容などを公表し、市政の透明性を高めることが大切です。 
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尾張旭市議会議員 市原誠二 

事務所：晴丘町東 111 

ＴＥＬ：0561-53-1448 
ＨＰにアクセス 

私たちの暮らしを 

私たちみんなで守る 

Ｎｏ.33  2026.４ 

 

ご相談を解決し不便や不安解消のお役に立つ    

市内事業者の売上向上 
市が行う様々な助成事業においても、

税金や資金の市内での還流（付加価値の

好循環）を生み出すべきと、様々な会議

や市幹部との会話の中で要望を続けて

きました。 

市内事業者の維持発展にも寄与する

はずです。 

各部署への市原要望 

子どもの安定した生活 
公正証書などの効力により、確実な養

育費の支払いがなされます。これによ

り、ひとり親になる家庭の安定した生活

につながります。 

 ５月号の市広報などでお知らせし、住

民票の移動の際に判明すれば個別に案

内します。また児童扶養手当の申請時に

も案内します。 

２０２４年９月議会 市原一般質問 

注意喚起と交通事故の減少 
        小学校と公園をつなぐ 

      横断歩道。ハンプにより 

      ドライバーへ注意を促し

ます。今年度は、庄中南

地区で整備を進めます。 

 

２０２１年９月議会 市原一般質問 

１．税金の市内還流 
市内の販売店で購入した省エネエアコンを設置、買い

換えした世帯に３万円の補助。 

 

※申請は世帯につき１台一回限り 

※６万円以上で省エネ基準達成率 100％以上 

※令和 8年 5月から（予算上限：500世帯分） 

２．ひとり親の養育費の確保を支援 
養育費の確保にかかる費用の一部を助成。 

ひとり親になる母または父に対し、子どもの安定した生

活と健やかな成長を図るため、上限４万円で養育費に係

る公正証書の作成費用を助成します。 

３．ハンプ（こぶ）による速度抑制 
住宅街で自動車の速度抑制のための提案をおこなって

きました。社会実験や全国での事故状況を踏まえ尾張

旭市でもハンプの設置個所が増えてきました。 

 

市原の市政相談活動のねらい 

市民にもたらされる効果 

４点の過去の提案が
実現できました！ 
私だけではなく同僚
議員や役所の皆様に
感謝。 

新たに実現できた提案 

働きやすい職場環境の実現 
・メンタル不調などによる離職者の減少 

・不祥事の未然防止 

・働きやすい職場環境の実現 

が期待できます。 

担当部署への市原要望 

４．ハラスメント外部相談窓口を設置 
市職員（非正規職員他含む）からの相談を外部の専門

機関が平日の夜間や休日などにも受け付ける窓口を新

たに設置。ハラスメントや公益通報に関する相談で、

電話やメールで相談できる。 

 

－監査結果から見えた３つのポイント－ 

私は、監査委員としても市役所の仕事や税金の使い方が適切に行われているかを確認し

ています。令和 7 年度も各部署の事務や契約、収入管理などについて監査が行われ、いくつ

か改善が望ましい点を指摘しました。 

監査は問題点を指摘するだけでなく、市役所の仕事をより良くするための仕組みです。 

今回の監査結果から、主なポイントを３つご紹介します。 
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環境事業センター 

LINEを活用した粗大ごみ収集予約の実施 約 65万円 

現在の電話やインターネット受付に加えて市公式 LINEアカ

ウントを活用した予約受付を開始します。 

出し忘れが無いようにメッセージも届きます。 

 

都市整備課 

印場駅北側のバリアフリー化工事の実施 約２億 4,300万円 

令和８～９年度で工事などを実施予定。エレベーターや乗

降・回転スペース・歩道も整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労災病院西交差点の渋滞緩和 5,000万円 

車道を拡幅し、歩道を移設します。現在信号タイミング（青

の時間を長くする）などを検討中です。 

保育課 

こども誰でも通園制度の実施 1,700万円 

保護者の就労要件を問わず保育所などが利用できます。 

保育園や幼稚園に在籍していない６か月から満３歳未満の

子どもが対象です。（月 10時間まで、300 円/時間） 

はんのき、レイモンド、キラキラスター、リトルフレンズ、

nursery school family保育園が対象です。 

 

学校教育課 

小学校給食費の無償化 約２億 5,300万円 

国による学校給食費の負担軽減の対応を受けた対応。 

給食費一食当たり 300円の保護者負担額が０円となります。 

 

教育政策課 

小中学校や給食センターの施設改修 1,530 万円 

照明のＬＥＤ化や本地原小学校の歩道橋を撤去します。 

 

 

 

 

 

 

 

小学校体育館の空調設備設置の準備 1,300 万円 

夏季における教育環境の改善と、災害時における避難所機能

の強化を目的に小学校体育館へのエアコン設置に関係する

設計を実施します。（全９小学校） 

 

健康都市・スポーツ課 

城山テニスコートの整備 350万円 

照明のＬＥＤ化やコートの整備に係る設計を実施します。 

どのような仕様のコートになるかは相談の上決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども家庭課 

５歳児健康診断の実施 約 190万円 

国は実施を推奨するも、健診医が不足し全国的には導入が進んでいません。 

尾張旭市では、小児科医の協力が得られたため、実施が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

健康課 

陶生病院の経営を支援 約６億 1,000 万円 

物価高騰の影響により厳しい経営が続く中、地域医療の中核を担う陶生

病院を支援します。 

 

保険医療課 

国保保険料負担の軽減の実施 ２億 2,000万円 

一般会計から上記金額を支出し、保険料の急激な上昇を抑えます。 

 

保育課 

新しい保育園（２園）の開設 約２億円 

併せて定員 170名。てとろ花さく保育園（北原山）（０歳６名・１歳 15

名・２歳 15名）、トレジャーキッズあさひまえ保育園（旭前）（０歳６

名・１歳 10名・２歳 13名）。なお育休退園は解消せず、要検討。 

 

名古屋市と病児・病後児保育施設の相互利用を開始 増額なし 

協定により、名古屋市内の病児・病後児保育施設が利用できます。 

引き続き、市内あらかわ医院さんも利用できます。 

市民の最後の砦である自治体としての役割を果たすため、「決定プロセスや 

情報の開示、論理的な対応が重要である」との考えに基づき、私は職責を果たします。 
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新年度予算案・条例改正など３月議会で審議 

約３２５億円の使い道を市原の視点で抜粋し解説します 

1 2  3   

 

給食費の無償化 労災病院西交差点の渋滞緩和 新しい保育園の開園 

 

歩道橋の撤去に際して

は、渋滞や生活道路へ

の抜け道対策の検討を

お願いしています。 

令和６年度の実績では、 

すでに協定を結んでいる大

府、北名古屋、春日井市の 293

名の子どもが利用しました。 

愛知県ではまだ６自治体のみ。本市の対象者は 700名。 

小学校入学前に子どもの心身の発達について確認し、

適切なサポートにつなげます。保健福祉センターにて

問診、計測、診察、相談を実施し、必要に応じ、保育

園訪問や医療機関との連携を行います。 


